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国交省　建築保全業務労務単価
年連続で上昇

八王子市　八王子駅南集いの拠点整備
募集要項、年５月に公表
▶都の工事成績評定（江東治水）

奥多摩町　手放したい物件を登録
「０円空家バンク」開始

ケーズデンキ足立竹の塚店
６月着工へ施工者選定
タカラレーベン　
ラグゼナ田端北を新築

免
税
事
業
者
は
元
請
け
と
相
談
を

制度適用のための手続きは？


年
春
か
ら
２
期
で

地
質
リ
ス
ク
調
査
検
討
業
務

計
画
か
ら
維
持
管
理
ま
で
活
用
を

全地連など

都住宅政策本部 　塩浜二丁目団地整備

石
神
井
川
の
新
調
節
池


年
度
以
降
に
着
工

東京都

テ
レ
ワ

ク
は
常
勤

国
交
省
が
改
正
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
通
知

関東地整

延長５㎞で概略検討
埼玉県南部の「環状」

都
建
設
局
　

来
年
度
予
算
概
算
要
求
箇
所
　

㊦

都
市
基
盤

施

設

維
持
管
理
に

億
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いまから備えるまかから備えるる

インボイス

税理士･行政書士  齋藤幸生
第❷回

寄稿

塩浜二丁目団地建替計画図
汐浜運河汐浜運河

Ａ棟Ａ棟
13 階
集会所
13 階
集会所

13階13 階
区立塩浜公園区立塩浜公園

緑地緑地

14階14階 14階14階Ｂ棟Ｂ棟
Ｃ棟Ｃ棟 Ｄ棟Ｄ棟

汐浜運河汐浜運河
第１期 第２期

N ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
首都
高

首都
高

首
都
高
埼
玉
大
宮
線

首
都
高
埼
玉
大
宮
線

東
北
道

東
北
道

国道
463
号

国道
463
号

多車線の自動車専用
道路
多車線の自動車専用
道路

東北道（浦和 IC・
岩槻 IC 間）付近
東北道（浦和 IC・
岩槻 IC 間）付近

見沼田圃を始め地域の生活
環境､自然環境、歴史･文化
資源等に配慮

見沼田圃を始め地域の生活
環境､自然環境、歴史･文化
資源等に配慮

優先的検討区間

（１） 第９５０８号 ＜昭和年月日第三種郵便物認可＞ ２０２１年（令和３年）１２月１４日＜火曜日＞　日刊 （土・日・祝日休刊）

　
Ｑ

課
税
事
業
者
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
手
続
き

と
は
？

　
Ａ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
﹁
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
登
録
申
請
書
﹂

︵
以
下

登
録
申
請
書
と

い
う
︶
を
提
出
し

登
録

事
業
者
に
な
る
必
要
が
あ

り
ま
す


　
提
出
に
当
た

て
は

顧
問
税
理
士

に
電
子
申
告
に
よ
る
提
出
を
依
頼
し


登
録
通
知
書
を
電
子
デ

タ
で
授
受
す

る
手
続
き
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す

登
録
通
知
書
が
文
書
交
付

に
な
る
と
紛
失
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
す


　
話
は
変
わ

て

２
０
２
３
年

月

か
ら
登
録
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は


原
則

年
３
月
末
ま
で
に
登
録
申
請
書

を
提
出
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

期

限
間
際
に
な
る
と
申
請
が
集
中
す
る
と

予
想
さ
れ

登
録
通
知
書
の
交
付
や
発

送
が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

建

設
業
で
消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
る

場
合
は

多
く
が
課
税
事
業
者
と
し
て

継
続
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で


す
ぐ
に
で
も
登
録
申
請
を
行

て
お
く

の
が
良
い
で
し

う


　
Ｑ

免
税
事
業
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
手
続
き
は
？

　
Ａ

消
費
税
の
免
税
事
業
者
が
登
録

申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は

消
費

税
の
課
税
事
業
者
と
な
る
と
と
も
に


上
記
と
同
様
に
登
録
事
業
者
と
な
る
た

め
の
手
続
き
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す

た
だ
し

免
税
事
業
者
が
登
録
申

請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は

消
費
税

の
課
税
事
業
者
と
な
る
た
め
の
手
続
き

が
不
要
と
な
る
経
過
措
置
が

年
３
月

末
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す


　
事
業
遂
行
上
の
話
と
な
り
ま
す
が



年
３
月
末
ま
で
に
は
時
間
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
消
費
税
の
対
応
に
つ
い
て


そ
れ
ま
で
に
元
請
け
事
業
者
と
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す


　
さ
て

消
費
税
の
免
税
事
業
者
が
課

税
事
業
者
と
な
る
場
合


年
の
事
業

年
度
は
消
費
税
の
計
算
期
間
が
変
則
的

に
な
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い


法
人
は

年

月
か
ら
課
税
事
業
者
と

な
り
事
業
年
度
の
末
日
ま
で
が
課
税
期

間

個
人
事
業
主
は

年

月
か
ら


月
ま
で
が
課
税
期
間
と
な
り
ま
す

お

使
い
の
会
計
ソ
フ
ト
の
消
費
税
の
設
定

に
も
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す


　　
Ｑ

事
業
主
情
報
は
公
表
さ
れ
ま
す

か　
Ａ

登
録
事
業
者
に
な
る
と
事
業
主

の
情
報
が
﹁
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

公
表
サ
イ
ト
﹂
に
公
表
さ
れ
ま
す

公

表
さ
れ
る
内
容
は

個
人
と
法
人
の
共

通
事
項
が
①
氏
名
又
は
名
称
②
登
録
番

号
③
登
録
年
月
日
│
で
す

加
え
て


法
人
の
み
④
事
務
所
の
所
在
地
│
が
公

表
さ
れ
ま
す


︵
Ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
税
理
士
・
行
政
書
士
事

務
所
代
表
　
齋
藤
幸
生
︶

　
国
土
交
通
省
は

建
設
業

許
可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

一
部
改
正
し

９
日
付
で
地

方
整
備
局

都
道
府
県

建

設
業
団
体
に
通
知
し
た

改

正
で
は

建
設
業
法
上
の
営

業
所
専
任
技
術
者
や
経
営
業

務
管
理
責
任
者
が
行
う
テ
レ

ワ

ク
を
恒
久
的
に
常
勤
と

し
て
認
め
た


　
改
正
し
た
建
設
業
許
可
事

務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

コ

ロ
ナ
特
例
時
の
取
り
扱
い
と

同
様
に

本
店
や
営
業
所
に

常
勤
し
て
い
る
場
合
と
同
等

の
業
務
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
や
常
時
連
絡
で
き
る
体
制

を
整
え
れ
ば

テ
レ
ワ

ク

に
よ

て
事
務
所
を
離
れ
る

こ
と
を
認
め
た


　
対
象
者
は

経
営
業
務
管

理
責
任
者

営
業
所
専
任
技

術
者

令
３
条
の
使
用
人

︵
営
業
所
の
代
表
者
︶


　
こ
の
う
ち
営
業
所
専
任
技

術
者
に
つ
い
て
は

テ
レ
ワ


ク
を
行
う
場
所
を
通
勤
可

能
圏
内
と
す
る
条
件
を
設
け

た


　
営
業
所
専
任
技
術
者
ら
に

は
本
店
・
営
業
所
へ
の
常
勤

義
務
が
あ
る
が

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

で
２
０
２
０
年
４
月
か
ら


特
例
と
し
て
テ
レ
ワ

ク
の

活
用
を
認
め
て
き
た

こ
れ

を
恒
久
的
に
継
続
す
る


　
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
は﹁︵
仮

称
︶
都
営
塩
浜
二
丁
目
団
地
﹂
の

建
設
工
事
に
２
０
２
４
年
春
ご
ろ

着
手
す
る
予
定
だ

老
朽
化
し
た

都
営
塩
浜
二
丁
目
ア
パ

ト
︵
江

東
区
︶
の
６
棟
・
３
０
０
戸
を
解

体
し

跡
地
に
４
棟
・
約
５
４
０

戸
の
住
棟
を
整
備
す
る

事
業
期

間
は
全
２
期
程
度
を
想
定
し
て
お

り

解
体
と
建
設
を
含
め
１
期
当

た
り
４
年
程
度
の
工
期
を
見
込
ん

で
い
る


　
全
国
地
質
調
査
業
協
会
連

合
会
︵
全
地
連

田
中
誠
会

長
︶
と
関
東
地
質
調
査
業
協

会
︵
栃
本
泰
浩
会
長
︶
は


９
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会

を
開
き

写
真

地
質
リ
ス

ク
調
査
検
討
業
務
を
基
本
計

画
段
階
か
ら
維
持
管
理
段
階

ま
で
有
効
活
用
す
る
よ
う
要

望
し
た

関
東
地
整
は
﹁
地

質
技
術
者
が
参
画
す
る
合
同

現
地
踏
査
・
三
者
会
議
﹂
の

試
行
を
通
じ

地
質
の
不
安

材
料
が
多
い
と
判
断
し
た
場

合
に
は
同
業
務
を
発
注
す
る

と
回
答
し
た


　
関
東
地
整
は
ま
た

山
岳

地
域
や
地
質
の
不
均
質
箇

所

軟
弱
地
盤
な
ど
を
例
に

挙
げ

事
前
の
地
質
リ
ス
ク

調
査
に
よ
り
﹁
事
業
費
の
縮

減
が
期
待
で
き
る
﹂と
指
摘


﹁
土
木
事
業
に
お
け
る
地
質

・
地
盤
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
参

考
に
し
な
が
ら
活
用
す
る
考

え
を
示
し
た


　
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向

け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

も
意
見
交
換

全
地
連
側
は

ウ

ブ
打
ち
合
わ
せ
の
さ
ら

な
る
推
進
や
遠
隔
臨
場
の
有

効
活
用

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

に
対
応
し
た
地
質
調
査
成
果

の
収
集
・
活
用
方
法
の
検
討

を
求
め
た

関
東
地
整
は
荒

川
下
流
河
川
事
務
所
や
荒
川

調
節
池
工
事
事
務
所
が
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
を

説
明
し
た


　
担
い
手
の
確
保
に
関
し
て

は

関
東
協
会
の
栃
本
会
長

が
﹁
若
手
の
入
職
が
増
え
て

い
る
﹂も
の
の
﹁

代
後
半

か
ら

代
半
ば
が
少
な
い
﹂

と

技
術
伝
承
を
巡
る
課
題

を
指
摘

全
地
連
の
田
中
会

長
は
﹁
魅
力
あ
る
業
界
と
し

て
認
知
し
て
も
ら
う
た
め


こ
れ
か
ら
の
数
年
間
が
非
常

に
重
要
な
時
期
に
な
る
﹂
と

の
認
識
を
示
し
た


　
こ
れ
に
対
し

関
東
地
整

の
見
坂
茂
範
企
画
部
長
は

﹁
着
実
な
技
術
伝
承
と
と
も

に

地
質
調
査
業
の
魅
力
の

発
信
が
大
事
に
な
る
﹂
と
同

調
し
た


　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

備
局
は

埼
玉
県
南
部
の
東

西
方
向
を
つ
な
ぐ
新
た
な
自

動
車
専
用
道
路
の
整
備
に
向

け
て
概
略
計
画
の
検
討
を
始

め
る

首
都
高
速
埼
玉
新
都

心
線

東
北
自
動
車
道
間
の

延
長
約
５

で

外
環
道
と

圏
央
道
の
間
に
構
想
す
る

﹁
核
都
市
広
域
幹
線
道
路
﹂

︵
い
わ
ゆ
る
２
・
５
環
状
︶

の
一
部
だ

埼
玉
県
や
さ
い

た
ま
市
と
組
織
す
る
﹁
埼
玉

県
東
西
軸
道
路
検
討
会
﹂
の

会
合
を

日
に
開
き

今
後

の
取
り
組
み
事
項
と
し
て
示

し
た


　
概
略
計
画
を
検
討
す
る
の

は

首
都
高
速
埼
玉
新
都
心

線
の
さ
い
た

ま
見
沼
イ
ン

タ

チ

ン

ジ
︵
Ｉ
Ｃ
︶

を
起
点

東

北
自
動
車
道

の
浦
和
Ｉ
Ｃ

・
岩
槻
Ｉ
Ｃ

間
付
近
を
終

点
と
す
る
延

長
約
５



２
・
５
環
状

の
埼
玉
県
内

構
想
が
あ
る

中
で

県
南
部
の
特
に
慢
性

的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て

い
る
同
区
間
を
優
先
的
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
た


　
少
な
く
と
も
片
側
２
車
線

以
上
の
確
保
を
想
定
し

一

定
以
上
の
幅
を
持
た
せ
た
ル


ト
案
や
構
造
案
を
複
数
パ

タ

ン
考
え
る

検
討
会
に

オ
ブ
ザ

バ

参
加
し
て
い

る
東
日
本
高
速
道
路
会
社


首
都
高
速
道
路
会
社
と
調
整

し
て
概
略
計
画
の
検
討
を
進

め
る


　
区
間
内
に
大
規
模
な
緑
地

空
間
﹁
見
沼
た
ん
ぼ
﹂
が
あ

る
こ
と
か
ら

検
討
会
で
は

市
が
中
心
と
な

て

国
や

県
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
と

の
調
整
に
当
た
る
方
針
も
確

認
し
た


　
東
京
都
は
石
神
井
川
の
西

東
京
市

武
蔵
野
市
間
に
新

設
す
る
﹁
石
神
井
川
上
流
第

一
調
節
池
︵
仮
称
︶
﹂
の
工

事
を
２
０
２
３
年
度
以
降
に

始
め
る

青
梅
街
道
や
伏
見

通
り
な
ど
の
道
路
下
を
活
用

し
本
管
延
長
約
１
・
９



貯
留
量
約

万
立
方

の
地

下
ト
ン
ネ
ル
式
調
節
池
を
建

設
す
る
計
画

工
期
約

年

間
を
見
込
む

こ
れ
に
関
わ

る
都
市
計
画
決
定
・
変
更
案

を

年
２
月
の
都
市
計
画
審

議
会
に
付
議
す
る


　
石
神
井
川
は
小
平
市
内
の

小
金
井
ゴ
ル
フ
場
付
近
か
ら

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅

の
東
側
で
隅
田
川
に
合
流
す

る
延
長

・
２

の
１
級
河

川

流
域
面
積
は

・
１
平

方



　
石
神
井
川
上
流
第
一
調
節

池
︵
仮
称
︶
は

平
常
時
に

柳
沢
児
童
広
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
南
町
調
節
池
︵
西

東
京
市
南
町
１
丁
目

掘
込

み
式
︶
か
ら
青
梅
街
道

伏

見
通
り
な
ど
を
経
由
し
て


武
蔵
野
中
央
公
園
︵
武
蔵
野

市
八
幡
町
２
丁
目
︶
に
達
す

る
本
管
内
径
約

・
３



延
長
約
１
・
９


土
被
り

約


の
ト
ン
ネ
ル
構
造


南
町
調
節
池
に
内
径
約




深
さ
約

・
６

の
発

進
立
坑

武
蔵
野
中
央
公
園

内
に
内
径
約



深
さ
約


・
９

の
到
達
立
坑
を
設

け
て
シ

ル
ド
工
法
で
建
設

す
る


　
ま
た

上
流
側
の
南
町
調

節
池
に
取
水
・
排
水
施
設
を

整
備
す
る

下
流
側
の
東
伏

見
公
園
周
辺
︵
西
東
京
市
東

伏
見
１
丁
目
︶
に
は
取
水
施

設
を
設
け
る
と
と
も
に

本

管
と
接
続
す
る
内
径
約
５
・

８


延
長
約
０
・
２

の

連
絡
管
も
造
る


　
建
設
技
術
研
究
所
︵
中
央

区
︶
が
９
月
納
期
で
基
本
設

計
を
手
掛
け
て
い
た


　
都
市
計
画
決
定
・
変
更
案

に
よ
る
と

事
業
予
定
期
間

は



年
度

実
施
設

計
や
測
量
な
ど
を

年
度

内
に
完
了
さ
せ
て


年
度

以
降
の
工
事
着
手
を
目
指

す


　
塩
浜
二
丁
目
ア
パ

ト
の

所
在
地
は
江
東
区
塩
浜
２
ノ


で

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

木
場
駅
の
南
方
約
７
０
０


の
汐
浜
運
河
沿
い
に
位
置


面
積
約
１
万
２
３
０
０
平
方


の
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造
５
階
建
て
の
住
棟
６

棟
が
立
地
し
て
い
る

総
戸

数
は
３
０
０
戸
で

１
９
６

７
年
度
の
完
成
か
ら

年
以

上
が
経
過
し
た

建
物
の
老

朽
化
と
設
備
の
陳
腐
化
が
進

ん
で
い
る
た
め

既
存
住
棟

を
全
て
解
体
し

土
地
の
高

度
利
用
を
図
る
こ
と
で
住
棟

を
集
約
す
る
と
と
も
に
住
戸

数
を
増
や
す


　
︵
仮
称
︶
都
営
塩
浜
二
丁

目
団
地
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造



階
建
て
の
住

棟
を
４
棟
整
備
す
る
計
画


総
戸
数
は
約
５
４
０
戸

ご

み
置
き
場
と
集
会
所

駐
車

場
な
ど
を
再
配
置
し
て

ま

と
ま

た
緑
地
も
確
保
す

る


　
第
１
期
で
は
既
存
の
１


５

６
号
棟
を
解
体
し

跡

地
に
Ａ

Ｂ
棟
を
新
築
す

る

第
２
期
で
残
る
既
存

の
２

３

４
号
棟
を
解
体

し
て
Ｃ

Ｄ
棟
を
新
築
す

る


　
基
本
計
画
を
ア

ク
ポ
イ

ン
ト
︵
豊
島
区
︶
が

基
本

設
計
を
浦
野
設
計︵
文
京
区
︶

が
担
当
し
た


　
現
地
の
用
途
地
域
は
準
工

業
地
域
︵
建
ぺ
い
率

％


容
積
率
３
０
０
％
︶

第
３

種
高
度
地
区
に
指
定
さ
れ
て

い
る


　
東
京
都
建
設
局
の
２
０
２
２
年
度
予
算

概
算
要
求
の
概
要
は
前
号
に
続
き
次
の
通

り


　
︻
動
物
園
・
霊
園
・
葬
儀
所
整
備



億
１
５
０
０
万
円
︼
世
界
に
発
信
す
る
首

都
東
京
の
動
物
園
整
備
︵

億
２
９
０
０

万
円
︶

恩
賜
上
野
動
物
園
表
門
周
辺
施

設
整
備

多
摩
動
物
公
園
シ
マ
ウ
マ
・
オ

リ

ク
ス
舎
整
備

葛
西
臨
海
水
族
園
再

整
備
事
業
契
約
手
続
き
補
助
業
務
委
託
な

ど
▽
動
物
園
施
設
整
備
︵

億
５
７
０
０

万
円
︶

恩
賜
上
野
動
物
園
ゴ
リ
ラ
舎
改

修

多
摩
動
物
公
園
園
地
改
修

葛
西
臨

海
水
族
園
繁
殖
セ
ン
タ

改
修

井
の
頭

自
然
文
化
園
電
気
設
備
改
修
な
ど

　
▽
緑
豊
か
な
霊
園
整
備
︵
６
億
３
８
０

０
万
円
︶

八
王
子
霊
園
管
理
所
改
築
な

ど
▽
区
部
霊
園
再
生
︵
４
億
３
７
０
０
万

円
︶

青
山
霊
園
墓
所
移
転

谷
中
霊
園

墓
所
移
転

染
井
霊
園
墓
所
移
転
と
集
合

墓
地
整
備

雑
司
ケ
谷
霊
園
再
生
支
援
施

設
設
計
な
ど
▽
既
設
霊
園
・
葬
儀
所
整
備

︵

億
５
４
０
０
万
円
︶

青
山
葬
儀
所

解
体

瑞
江
葬
儀
所
建
替
な
ど
▽
無
縁
墳

墓
改
葬
処
理
︵
２
億
円
︶

　
︻
市
町
村
土
木
補
助


億
０
９
０
０

万
円
︼
道
路
事
業
︵

億
円
︶

町
田
市

な
ど

市
町
村
▽
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
︵
１
億
４
１
０
０
万
円
︶

調
布
市
な

ど

市
▽
河
川
事
業
︵
１
５
０
０
万
円
︶


大
島
町
▽
公
園
事
業
︵
４
億
５
０
０
０

万
円
︶

小
平
市
な
ど

市

　
︻
土
砂
災
害
対
策
等

道
路
災
害
防
除



億
７
８
０
０
万
円

ゼ
ロ
都
債
３
億

８
０
０
０
万
円
︼
山
間
・
島
し

地
域
の

振
興
を
図
る
道
路
整
備
︵

億
５
６
０
０

万
円
︶

川
野
上
川
乗
線
︵
奥
多
摩
町
・

檜
原
村
︶青
ケ
島
循
環
線︵
青
ケ
島
村
︶

な
ど

路
線

カ
所
▽
異
常
な
天
然
現
象

に
対
す
る
防
災
機
能
強
化
︵
４
億
円
︶


一
般
国
道
４
１
１
号
︵
青
梅
市
・
奥
多
摩

町
︶
な
ど
３
路
線
５
カ
所
▽
既
設
斜
面
対

策
施
設
の
経
年
劣
化
対
策
︵
６
億
２
２
０

０
万
円
︶

川
野
上
川
乗
線
︵
奥
多
摩
町

・
檜
原
村
︶
な
ど
８
路
線

カ
所

　
︻
土
砂
災
害
対
策
等

砂
防
海
岸
整
備



億
７
６
０
０
万
円
︼
砂
防
施
設
︵


億
４
９
０
０
万
円
︶
大
金
沢︵
大
島
町
︶

差
木
地
沢
︵
大
島
町
︶
な
ど

カ
所
▽
地

す
べ
り
防
止
施
設
︵
３
５
０
０
万
円
︶


地
す
べ
り
観
測
調
査
▽
海
岸
保
全
施
設

︵
３
億
３
３
０
０
万
円
︶

沢
尻
・
長
浜

海
岸
︵
神
津
島
村
︶

御
蔵
海
岸
︵
御
蔵

島
村
︶
な
ど
３
カ
所
▽
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
︵

億
５
９
０
０
万
円
︶

大
塚
︵
八

王
子
市
︶

小
沢
︵
檜
原
村
︶
な
ど

カ

所　
︻
土
砂
災
害
対
策
等

河
川
防
災



億
９
３
０
０
万
円
︼
局
部
改
良
︵

億
９

３
０
０
万
円
︶

三
池
沢
︵
三
宅
村
︶
な

ど　
︻
都
市
基
盤
施
設
の
良
好
な
維
持
管
理


５
４
３
億
３
８
０
０
万
円
︼
道
路
橋
梁

維
持
管
理
︵
２
９
４
億
２
９
０
０
万
円


ゼ
ロ
都
債

億
円
︶

路
面
４
０
４
７
・

５


緑
地
２
１
７
・
４


街
路
樹


万
２
５
１
５
本

橋
梁
１
８
８
９
橋
▽
河

川
海
岸
維
持
管
理︵

億
１
３
０
０
万
円
︶


都
知
事
管
理

河
川
４
９
４
・
８



砂
防
海
岸
施
設
１
２
９
・
６

▽
公
園
霊

園
維
持
管
理︵
１
９
４
億
９
６
０
０
万
円
︶



公
園
２
０
６
０
・
９


３
動
物
園

・
１
水
族
園
・
８
霊
園
・
１
葬
儀
所

︵
お
わ
り
︶


